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二重経済の産業連関分析

山　田

1.序　　言

旧植民地の状態から新らしく独立した国々にお

いてしばしば見られる顕著な経済的特色は,二重

経済(dualeconomy)という事実である1)。ここに

二重経済というのは,資本主義的な経営の行われ

る部門と,前資本主義的な経営の行われる部門と

が1国の国民経済を構成している状態をいう。前

者は資本主義部門(capitalistic sector),後者は

生存部門(subsistence sector)または土着部門(in-

digenous sector)と呼ばれている2)。そしてこの

両者はたがいに独立であって,一方の影響が他方

へは波及しないものと考えられている。

多くの場合,資本主義部門では国際的な商品が

生産せられるために,それらの商品のせ界市場の

好・不況が資本主義部門に波及する。しかし両部

門がたがいに独立であるために,世界市場の影響

は生存部門には関係がなく生存部門はそれ自体で

1)以下の分析では,低開発国のうち,とくにマレ

ーシアとインドネシアの経済を問題とする。しかし

Boekeも述べているように,これらの問題は低開発

国にある程度共通するものと考えることができる。

(J. H. Boeke, Economics and Economic Policy of

Dual Societies, New York, 1953, p. vi.)

2) G. M. Meier, Leading Issues in Development

Economies, Selected Materials and Commentary,

New York, 1964, p. 48.

勇

自給自足の経済を営むのである.

以上は,二重経済の一般的通念である。もちろ

ん,両部門が全く独立であるのではなく,両者の

間には若干の関係があることは香定できない。資

本主義部門に働らく労働者の大部分は,土着民族

であり,資本主義部門が好況であれば,そこに働

く労働者の収入は増加し,これが生存部門を潤お

すわけである。しかし,原理的に見て,この両部

門は独立であると見なされている。

本稿では,資本主義,生存両部門の生産面につ

いて考え,これらの両部門は労働を通じてたがい

に関係し合うと考えた場合の分析を取り扱うこと

を目的とする。資本主義部門が好況になれば,坐

存部門の労働が資本主義部門に流入し,資本主義

部門が不況に見舞われれば,資本主義部門から生

存部門へ労働が流入する。このように労働という

チャンネルを通じて両部門が関係し合うと考える

のは妥当であろう。しかし,このような二重経済

においては,つねに資本主義部門がその必要とす

る労働を先取りし,残りの労働が生存部門に利用

されるのであって,この逆は成り立たないという

点を注意しなければならない。

これからさきの分析では　2,3の仮定を必要と

するが,これらの諸仮定はほぼ現実的な意味を有

するものと考えることができる.
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まず第1は,いま述べた資本主義部門が労働を

先取りするという仮定である。第2に資本主義部

門では合理的な経営が行われる。そしてこの部門

内部の企業間においては(あるいは資本主義部門

を構成する小部門間では)自由競争の原理が適用

されるという仮定である。これに対して,第3に

は,生存部門では合理原則は行われない。第4に,

資本主義部門で生産される商品は供給独占の性格

を有し,その価格は,独占者である資本主義部門

内の各小部門が自由に決定できるのであるが,同

時に,その商品の瀧界市場価格をつねに考慮し,

これを需要独占価格と考えるという仮定である。

さて以上のような二重経済を産業連関分析によ

ってモデノレ化し,その分析を行う。産業連関分析

は,周知のとおり,最終需要を与えて,産出量,

投入量を求めるのであるが,この原則は本稿では

資本主義部門について考える。生存部門について

は,資本主義部門の影響を受けて,まず産出量が

先決され,つぎに最終需要が確定することとなる。

2.資本主義部門と生存部門との関係

以上のような前提のもとで,資本主義部門と生

存部門との問の関係について考えてみよう。まず

以下の分析で用いる記号について一言しておこう。

資本主義部門の内生部門はn個に,生存部門の

内生部門はm個に分割されるものと仮定する。添

字のうちのCは資本主義部門の変数をあらわし,

方は生存部門の変数をあらわす。したがって,い

ま投入係数マトリックスをAであらわせば,Acは

資本主義部門の投入係数マトリックス, Asは生存

部門の投入係数マトリックスを示す。

投入係数マトリックスをつぎのように定義する。

Ac
I

<*ll"'ォーIn

<*ral* "@"nn

A,-
bll-bl仇

bml-bmm

この場合,投入係数マトリックスの各列和のうち,

少くとも1つは1よりも小さいものとし,他は1

に等しいか, 1よりも小であると仮定する。しか

しこの仮完は極めて実際的な場合であることはい

うまでもない。つぎに産出量ベクトル(列ベクト

ル)をつぎのように定義する。

Xc…t-Xii, -, Xcns
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Xs…{xs一,xsl

産出量1単位を作るに要する労働の必要量をα。

であらわせば,このような労働投入係数はつぎの

ような対角マトリックスで定義される。

aco…aco10

oacon_…00

&som_
最終需要ベクトル(列ベクトル)の定義はつぎのよ

うになる。

Yc…{Ycl-t・cn¥>Ys…{7.1,-,Ys,

最後に生存部門への労働の配分係数を

r-[_n,蝣・蝣,rm~¥

で定義する。ここに労働の配分係数というのは,

生存部門で投入可能な労働量の合計をLsとすれ

ば,第i部門への労働投入量がnLsであらわさ

れるような係数riである。この際riは

・rJ十r2十-+rn≦1

という条件を満たす。その他の記酎こついてはそ

の都度説明することにする。

さて資本主義部門における産業連関モデルはつ

ぎの式を満足するかぎり,それ白身で1つの完結

した経済圏を形成する。

xe-¥_In-Ac']-i-yl(2-1)

上式においてZnはnxnの単位マトリックスで

ある。通常の産業連関分析におけると同じように,

Ycは外部から与えられる。すなわちYcが与えら

れれば,2-1)式によってXcが決定するO

つぎに資本主義部門の労働需要量の合計をLc

生存部門のそれをLsとすれば

JuqJLjiOjcoJCq

Ls-LqLq-jL/qEn(icoXc(2-2)

となる。ここにLoは1国全体の労働可能供給量

n
である。またォサ(-[!,～,1])はいわゆる加法行

ベクトルである(2)式の意味するところは,総

労働可能供給量のうち,資本主義部門の労働需要

量がまず決定され,その残りが生存部門の労働可

能供給量となることをあらわすと同時に,それが

生存部門の労働需要量Lsに等しいことをあらわ

す。したがって,Loは全部需要され,完全雇用

の条件を仮定していることになる3)0

3)労働量から完全失業者を除く。
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そこでLsが決定されると,つぎに生存部門の

産出量はつぎの式によって確定される。

xs-Lsas。 r′　　　　　　　　　(2-3) '

Lsはいうまでもなく,スカラ-であり, r′はr

の転置ベクトノレをあらわす。

最後に,つぎの関係によって生存部門の最終需

要が決定するに至る。

F,- [/m-A]X,　　　　　　　(2-4)

_上式でZmはmxmの単位マトリックスである。

以上で両部門の相互関係を述べたのであるが,

ここで2,3の点を注意しておこう。第1は, 2-1

式の逆マトリックスがHawkins-Simonの定理4)

によって正価マトリックスであるというt,=と,し

たがってXcは正値べクトノレになる。第2に,

(2-4)式のUm-As]は正値マトリックスではな

Yいから, Ysのすべての要素は必ずしもプラスと

はならないことである。第3に,いっそう主要な

ことは, (2-1), (2-2), (2-3), (2-4)式の順序にすべ

ての変数を決定することは可能であるが,これを

,逆の順序に解くことは不可能であるということで

ある。このことは,たとえば(2-4)式においてまず

Ysを与えるものとすれば,これからXsは一義的

・に決定されるが, (2-3)式すなわち

as。Xs-Lsr　　　　　　　　　　(2 ・ 3a)

ではLsの一義的な解はえられないからであるO

要するにこの体系は,資本主義部門において最終

需要Ycを与えることによって,自働的に生存部

,門のYsが決定されるが,その道の過程は許され

ないこと,つまり,この体系は非可逆的であるこ

とを示すモデルであることが知られる。すなわち,

資本主義部門のバランスがまず確立され,そのあ

とで生存部門のバランスが達成されることを示す

モデノレなのである。労働のタームでこの事実を再

,記すれば,資本主義部門の労働必要量がまず先取

りされ,その労働可能供給量の残りが生存部門に

一振り向けられるが,その逆は許されないという非

可逆性を有する体系である。

(2-1), (2-2), (2=3)の3式を(2-4)式に順次代入

4) D. Hawkins and I王. A. Simon, "Note: Some

Conditions of Macroeconomic Stability," Economet-

、rica, July-October, 1949, pp. 245-248.

すれば,つぎの結果がえられる。

Ys-C(LB-DYc)

-　3　-

(2-5)

ここに

C…|_im A-sJ&so　′, D…EnQ'co¥_In--A-cA

である。 (2・5)式から明らかなことは, Ycが増加

すればYsは減少するということ,すなわち,質

本主義部門において最終需要Ycが増加すれば,

国内の労働総供給量Loが一定であるかぎり,坐

存部門の最終需要Ysは減少する,ということ,

またLoがYcと比例的に増加するときにかぎり,

Ycの増加はYsの減少をもたらさないということ,

したがってLoが両部門の経済成長に対し,ボト

ルネックとなっているということである。

3.資本主義吾肝1の労働投入量最小の条件

資本主義部門の経済バランスは(2-1)式によっ

て与えられることを前節で説明した。この式は等

式であらわされているが, [7-Ac]Xeとγ。とを

対照して考えると,これはそれぞれ資本主義部門

所得の供給と需要とをあらわしている。そして需

要は供給を超過することができない事実を考慮す

ることによって,本来つぎの不等式が考えられな

ければならない。

U-Aclxc≧　　　　　　　　　　(3-D

また資本主義部門の労働必要量Lcはつぎの式で

与えられる。

LiQ-JLnGiCOA.c　　　　　　　　　(3 - 2)

いま(5)式の条件のもとに, (3-D式の労働必要

量を最小にすることを考える。ただし(3・2)式に

おいて最終需要Ycは与えられるものとするO

(3-1)式のI-AeがHawkins-Simonの定理を満

足することは前節でも述べたが,この条件が満た

されるかぎり>　&C。がどのような値をとっても,

(3-1)式を等式として求めたXcの値は, (3-2)式

のL。を最小にすることが証明できる5).したがっ

て前節における(2-1)式は,資本主義部門の労働

投入量を最小にすることができるバランスである。

4.資本主義部門の価格体系

いま第i部門の生産関数がつぎの形で与えられ

るものとする。

Zt-fi(Li,Citt) (ォ-1, -,71).  (4-1)

ここにZi,Li,Ciはそれぞれ第i普腔弓の実質付加



-　4　- 経　　　済

価値,労働投入量,資本ス1、ツクをあらわし,時

間亡は技術進歩を示す指標とする。

さらに,第i部門の費用関数を

Ki- wiLl+riCi　　　　　　　　(4- 2)

であらわす。且は労働投入量と資本ストックに関

する費用総額であり, wは賃金率, rは単位資本

コストである。

生産関数(4・1)式については, ZがL,Cに関し

て1次同次であることを仮定する6)。そうすれば

(4-1)式からEulerの定理によって

zi-票Li・禁ci
が導びかれる。

5)いま2部門について考えてみよう。

(3-1式から

(l-an)Xcl-anXci ≧ Ye且

-a2iXcL+ (1-&22J^Lqi ≧ Yc2

(4-3)

(3-3

がえられ, 3-2式から

Le- dc。iXci J[--QJC。iXc^　　　　　　　　　　(3 - 4

がえられる。この際3-3)式の条件のもとで,目的関数

3-4式を最小にするような-Acl,Xc2の非負の値を求

めることは典型的な線型計画の問題である。投入係数

は通常1よりも小なる値であり,したがって

1-au>0, 1-a22>0　　　　　　　　　(3・5)

である。また投入係数マトリックスの縦列の合計のう

ち少くとも1つは1よりも小であり,したがってたと

えば, ffin+a.21≦1,alz+ffi22<lである。このことから

つぎの不等式がえられる。

(1-an) (1-ffi22) --a.i2a2i>0　　　　　　　(3-6)

(3-5)と(3・6)の両式が成り立てば,生産可能領域

(feasil)le domain)は必

ずDP]〕の形をとる。す

なわちこの領域は必ず原

点0に対して鋭角をな

す(3-4)式の目的関数

は&cOu　&C。2.がプラスで

あるかぎり,必ずRl　と

R2の領域内に入る。し

たがって, (3-3)式を等号

だけにしてえられた, 2

本の直線ABとCDとの

Ⅹ2

Ⅹ1

交点Pは,目的関数が最小の点であり,しかも点Pは

必ず第1象限に来るからf　-^cIJ -^-C2の値は必ず非負の

値である。 (3・5), (3-　の両式がいわゆるHawkins-

Simonの条件である(e/. R.Dorfman, P.A.Samu-

elson, R. Solow, Linear Programming and Economic

Analysis, New York, 1958, pp. 213-216.)

6)この場合霊,崇のうちいずれか1-が-イ

ナスであることをノ仮定する。
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さて　　・2)式のなかのKiをある一定の値KiO、

に押さえ, (4-1)式のZiを極大にする条件は,鳳

知の如く

琵-hwt,票-hn　　(4-4)
であるO　ここにIiはLagrange乗数をあらわす。.

(4-4)式を(4-2)式に代入すれば

h - --Kt-

がえられる。したがって(4-4)式の第1式から

票諸wi　　　(4-5)、
が導かれる。

いま資本主義部門内部では自由競争が行われる-A

ものと仮定すれば

wi-Wj　　　　　　　　　　　　(4-6)

とおくことができ,これから,(4-5)式を考慮しで

KiO∂Z%　Kf∂Z,A

Zi∂U z.∂LJ・
(m-i,～,n) (4-7)

の関係を導びくことができる。

ところでいま(4-1)式の1次同次生産関数とし

てDott,glas型の生産関数をとることとすれば,

(4-7)式は,つぎのようにあらわすことができ-る。、

讐o讐(4-8)

ここに0,は労働投入量Lに関する付加価値の弾力、

性をあらわす。いまこの比率を〃であらわすこと_

にすれば,上式からつぎの式をうる。

α蝣Ki-p.Ll-a。iXiP-(*-1,～,n)(4-

第3節では労働投入量を最小にすることを考えた

が,ここでも,この条件を入れることにする。す

なわち,(4一式のLを最小にすることは,FLを最

大にすることにはかならない。

ところで価椿の方程式は,周知のごとく

II-A']P-zP(4・10)

である。上式においてA′はAの転置マトT)ックー

スをあらわし

P-{Pu-,Pn}

210

0'zn

である。ここにPiは第i部門の産出物の価格で
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為り, zi=Zjxiは第i部門の産出量1単位あた

りの付加価値率である　(4-9)式を(4-10)式に代

入すれば,つぎの重要な結果をうる。

U-A′-urZ]P-O

ここに実質付加価値Zは

z-'zx0

0'zn

(4-ll)

であり,γはγi≡蒜の対角-トリックス

r=>!o

_o'rn_
である。

さて,(4-ll)式は1次同次方程式であるから,

piがゼロ以外の値をうるための必要充分条件は,

つぎの条件を満足することである。

¥I-A′-prZl-o(4-12)

上式においてはri(…a-。ilα;KiO)はプラスであり,

したがってrは正値対角マトリックスであるOい

まZを所与とすれば,この行列式はFlのn次の多

項式となるFrobeniusの定理に基づいて,負

大根を求めると,それはプラスの実数根であるこ

とがわかる9)〃がプラスの最大の実数根であるこ

とは,(4-8)式を考慮することによって,労働投入

二量が最小の場合の価格体系Pをうることを意味す

る。これは前節に述べた資本主義部門の労働量最

小の条件に対応する10)

5.世界市場価格の条件

序言で述べたように,資本主義部門で産出され

・る商品は一般に世界的に取引されるものである。

7) (4-10)式のZは実質価値であることを注意す

る必要がある

8)この場合等根を重複して数える.

9)いま2部門について考えてみよう。 (4・12)式は

つぎのようになる。

1-an- iiriZi　　-fflzi

-サi2　1-ffi22-pr^Zi

- (i-ail-jUrizl) (l-an-[ir2Z2) -ai2tt2i-0 (4- 13)

いま〃1>〃2とすると, (4-13)式から

1

pl-荻福豆{r-^i (l-^az)十γ蝣2Z2 (1-ffill)十何

A≡{nz,{ト　ーT2Z2(トa-ii) }2+4rlr2ffii2a2i^i-^2
この最後の式から明らかなように, 〃1はプラスの実

数根であることがわかるo
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このような条件を考慮して,資本主義部門の価格

体系を考えてみよう。それと同時に,この部門は

供給独占的な商品であると考えられるから,その

価格は資本主義部門では,自己部門に有利な仕方

で決定される。すなわち,供給独占と需要独占と

が並存するように価椿が決定されるものと考える

のが妥当であろう。

このような問題は,理論的には,双方独占(bila-

teralmonopoly)の場合である。ここではこの問

題をつぎのように処理しよう。まず催界市場で各

生産物の価格が決定され,資本主義部門では,そ

れを上限としてそれ以下の価格を,自己部門にと

って有利になるように,決定するものと考えるO

いまPiOを第i部門の商品の華界価椿とする。

そしてその価椿ベクトルを

p--{p1-, -, PBO}

であらわせば

p≦po (5-1)

の関係がえられる。ところで(4-10)式から

(A′十>)p-p≦　　　　　　　(5-2)

が成立することは明らかである。前述したところ

によって, POは世界市況から与えられる定数と

考えることができる。いま貨幣価値であらわした

最終需要の総計

p'zEn'-max　　　　　　　　(5 - 3)

を,(5-2)式の制約条件のもとで,達成することを

考えれば,その結果えられる価樽ベクトノレPは,

上記の問題に対する解答である。ただしここに注

意すべきことは(5-2)式のZおよび(5-3)式のZは

定数とみなすことである。その理由はつぎの如く

である。すなわち,資本主義部門内の各小部門は

(4-4)もしくは(4-5)式の条件を満足し,したがっ

10) (4・1)式はいわゆる代替的生産関数(substituti-

onal production, function)であるが,代替原理(subs-

titution principle)によれば,各小部門では最適なた

だ1つのアクティビティが用いられるから,制限的生

産関数(limitational production function)を用いた

と同じ結果になる.なあ　代替的生産関数(4-1)式は

外生部門の変数についてのものであることに注意すべ

きである。 (cf. P.A. Samuelson, "Abstract of aThe-

orem Concer王Iing Sul⊃stitutability in Open Leontief

Model", Activity Analysis of Production and Allo-

cation, New York, 1951, pp. 142-146.)



-　6　- 経　　　済

て(4-3)式の実質付加価値Zを極大にするように

行動することが仮定されているから, (5・2)と

(5-3)式の計算段階においては, Zを定数とみなす

ことができ,産出量Xも第2節において決定され

ており,したがって実質単位付加価値率Zもこの

段階において定数とみなすことができる11)。

6.両部門のアグリゲ-ション

以上の考察から明らかなように,二重経済の性

椿を有する国民経済の産業連関表を1表であらわ

した場合,それは理論的に見て,実態とは異なる

状態を表に示すことになる12)この際とくに問題

になるのは,その投入係数についてである。

いま』を資本主義部門の投入係数マト7)ックス,

Bを生存部門の投入係数マトリックスとすれば,

この2つの部門を統合した全国民経済一体の投入

係数マトリックスCが

C-[吉名　　　　(6-1)
という完全分解可能マトリックス(completede-

ll) 2部門で(5-1)式から(5-3)式までを説明しよ

う。まず(5-1)式から

Pl≦DO p≦p20

5-2式から

{all+zl) Pl十0-21-P2≦PIO

a⊥2Pl十(a22+z2) P2 ≦P20

(5-1品)

(5.2a)

この場合2l,Z2はプラスの定数でありPOpOii-t2もプ
ラスの定数である(5.2a)式をグラフにすればつぎの

PZ

C

(P2-/a22+z,)

A

(P?A21)

聖挫く-示言の場合
aユ2

a21

P

D B
Pl

(P!/a12) (P?/au十zl)

図の如くである。図のなかの斜線の部分がfeasible

domainであるO　この場合2直線の交点Pは必ず第1

象限にあり,したがってPi.Pzともに非負である。い

ま目的関数(5-3)の係数比がつぎの条件を満たせば,

(5-2a)式を等式だけにして解いたPi,Piの値は,目的

関数Z^+ZzPzを最大にする。

竺票く芸<芸云
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composalole matrix)に配列できるような産業連

関表であればAの逆行列の要素とBの逆行列の要

素とが,Cの逆行列の要素と同じ値になることは,.

容易にわかることである。すなわち

C-　AO~　0　　　　(6-2)

しかしもしそうでなければ,A,Bの逆行列の要素-

とCの逆行列の要素とは同一にはならない。した

がって, 2表によってでe壬jercussionを求めた結果

と1表によってそれを行った結果とは,逆行列と

いう点について異った数値になる。

一般に, (1)統合した部門の投入係数は,統合藤

の当該小部門の投入係数のうち,最大値と最小値

との間の値を.とり, (2)統合部門の縦列にあるその

他の部門の投入係数は,資本主義生存両部門のこ

れに対応する小部門の投入係数より小さく妄り,

さらに言3)統合されない部門の縦列の投入係数は

すべて,統合前の小部門の投入係数と同一である0.

7.結　　語

以上の分析は現在試論的なものであって,今後

これをさらに改善していかなければならない。資

本主義部門と生存部門との2つに峻別することは

理論の簡単化のためである。実際にはこの両部門

のほかに才　中間部門が存在することも同時に認め

ねばならないだろう。このような中間部門は,餐

本主義的な経営と生存部門的な経営とが混在して

おり,その理論的な分析は困難である。ただし,

国民経済全般のなかで占める中間部門の経済的な

比重は大きくはないといえる。いずれにしても,

これは残された問題として今後の課題にしたいO

また上述の分析では,生産の立場からの分析を

取り扱っている。これは産業連関分析という手法,

を用いていることからの当然の帰結である。分配

面,支出面の諸問題は,この立場からすれば,敢

終需要,最終供給の問題であり,これらは所与の

ものとして取り扱われることは,いうまでもないQ,.

12)旧マラヤ連邦については,産業連関表が発表さ

れている。この裏は,もちろん本稿で分析したような
資本主義部門と生存部門とに分かれていない。それは

先進国の産業連関表と同じく,全国民経済が1枚の麦
で示されている　(cf. Department of Statistics,

National Accounts of the States of Malaya, 1955-

1961, Kuala Lumpur, 1963, Table XIII, XIV.)


